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 筆者はこの出会いをきっかけに、2012年 6月に修士論文執筆にあたり Tにインタビュー
を行った。この頃の T氏は、「演奏家がアウトリーチをはじめたきっかけ」や「アウトリー
チをどのように意味づけているか」を問うために聞き取り調査を依頼した演奏家の一人で


























名前 性別 職業 プロフィール 


















である。T が初めてアウトリーチを経験した 2002 年
から現在に至るまで時には相談者、時には演奏家を判
断するプロデューサーとして関わってきた。 









Sさん 男性 プロデューサー 音楽芸術を通じて企業の CRM,CSR 構築で多くの実





























































































































































































                                            















のキャリアについてこのように具体的な How To に関する特集を組んだ例は非常に珍しい。  
 この連載について内容を分析すると、同年の 8 月に出版されたアンジェラ・マイルズ・ビ
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も、職業人に必要な能力として「12 の基礎力」を挙げている7。さらに、2006 年、平成 18
年に経済産業省は 3 つの能力（12 の能力要素からなる）「社会人基礎力」を提唱し、若者の
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③楽天力 ④目標発見力 ⑤継続学習力 ⑥文脈理解力⑦専門構築力 ⑧人脈開拓力 ⑨委任力 ⑩相談
力 ⑪教授力 ⑫仲介調整力 



















図 1 社会人基礎力一覧 小井塚（2015） 
図 2 社会人基礎力 経済産業省「社会人基礎力育成の手引き」参照 
                                            





































CHANEL Pygmalion Days プロデューサーとして若手アーティストの発掘と育成を手掛け
















②10 年後の計画  
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特筆すべき重要な研究の成果は、シュメルデらが、こうした Lifelong Learning には、「フ
ォーマルな学び（Formal Leaning）」、「ノン・フォーマルな学び（Non-Formal Learning）」
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カのNPO団体 “Young Concert Artists” 2が展開している「ミニ・レジデンシー」という
コミュニティ活動である3。地域創造では、この方法論に着目し、おんかつの枠組みを構築
した。 
2010年度までの 3事業への参加は延べ 304団体、アウトリーチの延べ回数は約 1200回
に達している4。半ば手探り状態で始まったこの事業は多様な実践例を積み重ね、次第に現





























































































































































































１． ピアニスト Tのライフヒストリー 










































                                            
6 山崎準二『教師の発達と力量形成――続・教師のライフコース研究――』東京：創風社、2012年 










































































































































リーチという活動の捉え方の変化を自己分析という形で聞き取った。（2012 年 6 月、2014



















































































































































































































































































































































































































































































































































対象 三鷹市の小学校全 15校 
対象学年 第 4学年～第 6学年 
派遣アーティスト 4組 8名 楽器：ピアノ２名（内１名が T） 
ヴァイオリン１名、チェロ１名、木管五重奏５名 
派遣までの流れ 3月   各アーティストの日逓を財団が把握 
4月   第 1週の校長会、音楽部会にて日程希望調査票を配布 
5月   連休中に日程調整を行う 
      各学校に通知 
9月以降 順次実施 




















































 本研究では、以上で示した「小学校全校訪問演奏」の中でも平成 17年度～平成 24年度
までにピアニスト Tが訪問した 8事例の映像記録を分析の対象として取り上げる。 
















































































































































































































































































































































































































演）と主に説明や活動をしている時間の配分は以下の表 2 のようになった。 
 











































44.5 48.5 43.5 40.5 47 48 46 45 51.5 
〈 〉内の数字は全体に対する割合を示している。 
表 2 時間配分の割合の比較 小井塚（2015） 
 
Tのアウトリーチでは、全体の約 7割を説明や会話に費やしていることがわかった。演奏






























導入 鑑賞① まとめ 導入 鑑賞② まとめ 楽器紹介 導入 鑑賞③ まとめ 共演
1'00" 2'30" 1'00" 1'30" 2'00" 0'30" 14'00" 1'30" 3'30" 1'00" 12'00"
導入 鑑賞① 自己紹介 まとめ 導入 鑑賞② まとめ 楽器紹介 導入 鑑賞③ まとめ
0'30" 1'30" 1'00" 4'00" 10'00" 6'00" 2'00" 7'00" 10'00" 9'00" 1'00"
鑑賞① 自己紹介 まとめ 楽器紹介 鑑賞② 導入 鑑賞③ まとめ 共演


























































































【場面② 演奏家泣かせの超絶技巧を紹介 H21 リスト《ラ・カンパネラ》 】 
ピアノを中心に児童がその周りを囲んで着席している 



















































































































































































































児童 A ①急に始まった演奏にビクッとして、手の動きを見始める 




















































































































































































































































































児童 A「個別の個」児童 B「個人の個」と返答。T「さすが５年生！」と笑った後で T「みんなと一緒にい
るけど次は音楽と自分、音楽と自分しかここにはいない」と小さな声で唱えるように言って胸に手を当












 演奏終了後も Tの「ゆっくり起きて」という言葉かけまで沈黙が続いた。体操座りになった児童に 
T「みなさん、音はどこに来ましたか？」と尋ねる。 
児童 G「①心にジワーッときた」と両手をジワーのところで横にぐっと伸ばした。 




































































































































T「①1 個の部品を取り出すと、もうこんなにたくさんの部品がついています。もうこれで 80 個くらい」と
いってアクションモデルをゆっくりと順に見せていく。 
すると②児童 A「え、もう 80×88 じゃん」と驚いた様子で言う。 
Tは笑いながら「そう。計算が得意な人は計算してみて、私はまったくわかりません」と言うと、 
すかさず③児童 A「7040！！！」児童ら「うわぁー」 





























































































































































T「ありがとうございました」      
 
 






















番号を覚えてください」と言って端の児童へと歩いていく。1 班 8 人で構成されるため、一人一人と目
を合わせながら１，２，３…と番号を割り振る。全部で 5班できる。 

















T「では、本番です。1 回しかないですからね」と言いながら 1 班へ移動し、先ほどの児童の順番を確










































 演奏は 1 回限りであっという間に終了するが、グループごとに進んでいくため、演奏す
るだけでなく、ピアノの音楽にベルのコード進行が溶け込んでいく瞬間を聴き取る時間も


































































































































































































H17                       H18                           H19 
 
H20                       H21                           H22 
 

























































































































































































































































































































































































































































様、H 様、プロデューサーの S 様、さらに映像記録の整理や閲覧に際し、御尽力を賜りま
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特定非営利法人芸術家と子どもたちホームページ  http://www.children-art.net 
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